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マイクロピラー圧縮試験によって、低放射化フェライト鋼 F82H の自己イオン照射による強度特性変化を

調べた。集束イオンビーム加工装置によって直径 1μｍ、高さ 2μｍとなるように、イオン照射表面に加工

して作製したピラー部のすべり変形はイオン照射領域に生じていることが確認された。 
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1. 緒言 

イオン照射材における表面深さ数μm 程度の領域の強度特性評価法として、集束イオンビーム加工装置

（FIB）によって材料表面にマイクロサイズの柱状試験片（マイクロピラー）を加工し、それに対してフラ

ット型圧子を装着したナノインデンテーション試験機によって圧縮試験を行うことによって直接圧縮強度

特性を求める手法の検討を進めている。本報では、Fe イオン照射した低放射化フェライト鋼 F82H に直径

1μm×高さ 2μmのマイクロピラーを作製し、圧縮変形挙動を調べた結果について報告する。 

2．実験方法 

用いた試料は、低放射化フェライト鋼 F82H の

IEAヒートである。原子力機構高崎研 TIARA にお

いて 10.5MeVFe3+イオン照射を行った。マイクロ

ピラー加工には日立ハイテクサイエンス社製 FIB

の FB-2200を用いた。マイクロピラー圧縮試験に

は、Agilent Technologies社製 Nanoindenter G200 に

先端が平坦なフラットパンチ圧子を装着して用い

た。変形挙動を走査型電子顕微鏡（SEM）によ

って観察した。 

3．実験結果および考察 

イオン照射した F82H より作製したΦ1μm×2μmt のマイクロピラー試験片に対して、ナノインデンテ

ーション装置による圧縮試験を実施し、イオン照射深さ領域のみの変形挙動を評価することが可能となっ

た。また、変位速度制御型試験法を適用することによって、変形中のひずみ速度が一定となり、降伏応力

の評価を従来よりも容易かつ正確に行うことが可能となった。また、変形後のマイクロピラーを SEMによ

て観察したところ、いくつかの粗大すべりが非照射部でも照射部でも見られ、これは応力ひずみ曲線にお

ける荷重急減現象と関係している可能性が高いことを見出した。本手法により、静的強度特性に及ぼす照

射影響に関して中性子照射実験を補完可能な実験体系が構築された。今後は詳細な変形組織の解析を進め

る予定である。 
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図 1 イオン照射 F82H（50dpa）の非照射部お
よび照射部の圧縮後のマイクロピラーSEM 像と
対応する応力ひずみ曲線。 
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